
施設ピーマン経営は、建設資材や燃油の価格高騰で栽培面積の拡大が困難な状況になっており、所得確
保のためには収量向上が課題となっています。そこで本県の主要作型である加温半促成栽培と抑制栽培に
おいて、炭酸ガス施用とミスト噴霧を組み合わせた収量増加技術を開発しました。当技術を活用すること
で、着果数の増加と品質の向上により、可販収量が 10 ～ 25％（販売金額：70 ～ 174 万円※ /10a）増加す
ることが確認できました。

※産地平均の収量（10a あたりの収量）を 15t、単価を 464 円 /kg（東京都中央卸売市場過去 3 か年平均）で試算。

炭酸ガス施用・ミスト噴霧による
ピーマンの収量増加技術の開発

農業総合センター鹿島地帯特産指導所

当技術による増収効果

加温半促成作型および抑制作型において、炭酸ガ
ス施用とミスト噴霧による湿度制御を組み合わせる
ことで、着果数が増加、品質も向上し、実際に販売
できる可販収量が10 ～ 25％増加しました。

増収効果は加温半促成作型で顕著でした（表１）。
また、ハウス内気温が28℃の場合、相対湿度75 ～

90％程度で草丈や茎径、節数の生長が促進されるこ
ともわかりました。

技術の特徴②（ミスト噴霧）

ミスト噴霧により、晴天日のハウス内相対湿度は
栽培期間を通して、無処理区よりも高い60％以上で
推移しました（図２）。なお、ミスト噴霧は１月末
～６月中旬（加温半促成栽培）、８月～ 11月中旬（抑
制栽培）の光合成が盛んな日中に湿度上限を70 ～
85％として行いました。作型で比較すると、加温半
促成栽培で湿度の上昇効果が大きいことが分かりま
した。

技術の特徴①（炭酸ガス施用）

炭酸ガス施用時間は午前８時から10時まで、施設
内の炭酸ガス濃度上限を1,000ppmとして施用しま
した。この結果、天窓や側窓の開き具合が半開程度
のハウス内では、施設の規模等の条件にもよります
が、施設内の炭酸ガス濃度は 600ppmから1,000ppm
となり、無処理区より大幅に高く維持することがで
きました（図１、黄色地部分）。

図１　加温半促成栽培における晴天日の炭酸ガス
濃度の経時的推移

注１）換気は天窓（開度50％）、側窓（25％程度）とした。測定日はR1.5.4。
注２）ハウス中央・地上１mの高さにロガーを設置し、２分間隔で測定。

表１　炭酸ガス施用・ミスト噴霧の効果

図２　加温半促成栽培における晴天日の相対湿度
注1）換気は天窓（開度50％）、側窓（25％程度）とした。測定日はR1.5.4。
注２）ハウス中央・地上１mの高さにロガーを設置し、２分間隔で測定。
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注）加温半促成作型 12 月下旬定植～６月、抑制作型７月下旬定植～11 月。

施肥管理は H25 年度主要成果「プランターを利用した養液土耕栽培技術」に

よって行った。（）内は対無処理比％ 
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